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第１ 計画策定の目的 
 

  この計画は、地震、火災、風水害、その他の災害に対処するため必要な事項を定め、

被害の予防と軽減を図り、利⽤者や職員の安全を確保するために作成します。 

  社会福祉法人新十津川町社会福祉協議会が運営する地域活動支援センターあざれあ工

房（以下「あざれあ工房」という。）の利⽤者や職員、設備、業務の推進等に⼤きな被害

をもたらすあらゆる災害に対し備えるものです。 
 

 

第 2 施設の⽴地条件 
 

１ ⽴地条件等 

  あざれあ工房が所在する新十津川町総合健康福祉センターゆめりあは、新十津川町の

東部に位置し、石狩平野の一部に属する肥沃な沖積地帯であり、北側約 200m には石狩

川水系徳富川が流れ、堤防が整備されています。 

  本町の災害は、暴風⾬による水害が最も多く、次いで冷害、融雪災害が主なものとい

えます。 

 

 【過去の主な災害】 
年⽉⽇ 災害の種類 被害 

平成23年７〜９⽉ 水 害 床下浸水住家    ３棟 
田         ２ha 
畑         0.2ha 
河川       31か所 
道路       35か所 
河川（公共災）   10か所 
道路（公共災）   ４か所 

平成22年3⽉21⽇ 風被害 一部破損住家     １棟 
半壊非住家      ６棟 
営農施設被害   20箇所 
停電        300口 

平成17年9⽉７⽇ 台風14号による被害 農業⽤施設     １か所 
河川        ２か所 
道路        ４か所 
林道        １か所 
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平成10年9⽉15⽇ ⻯ 巻 一部損傷家屋     ２⼾ 
全壊非住家      ５⼾ 
半壊非住家      ７⼾ 

平成７年５⽉23⽇ 新十津川町北部を震源と
するマグニチュード5.6
の地震  

軽傷者        ３人 
一部損傷家屋    41⼾ 
墓石倒壊      128基 
田         8.8ha 

 

２ 施設の構造・設備等 

  総合健康福祉センターゆめりあは、平成11年12⽉に建設された鉄骨鉄筋コンクリート

構造の複合施設であり、新十津川町地域防災計画において避難所に指定されています。 

  また、ゆめりあは、同計画において備蓄倉庫に指定されており、多くの救援備蓄物資

が保管保存されているため、あざれあ工房として備蓄している物資等はありません。 

 

３ 想定する災害 

  施設の⽴地及び過去の災害等から、想定する災害の種類は次のとおりとします。 

 

 
 

 

第 3 災害に関する情報の入手方法 
 

１ 情報の収集 

  施設⻑は、⼤型台風の接近など、風水害により被災するおそれがある場合には、職員

に対し、⼤⾬や洪水に係る情報の収集を指示します。 

  職員は、指示に基づき、次の情報を収集します。 

 

 

 

 

 

 

◆⼤⾬洪水注意報・警報、記録的短時間⼤⾬情報、⼤⾬特別警報 

◆近隣の河川の水位（水防団待機水位、氾濫危険水位、避難判断水位、氾濫危険水

位）及び氾濫情報 

◆避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）情報 

◆火災  ◆地震  ◆風水害 
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２ 情報の入手方法 

  上記１に掲げる情報は、次の機関等から入手します。 

  ◆札幌管区気象台    ホームページ 

  ◆⽇本気象協会    ホームページ 

  ◆国⼟交通省（川の防災情報）  ホームページ 

        （札幌開発建設部）  ホームページ 

  ◆北海道庁（北海道防災情報）  ホームページ 

       （河川砂防課）  ホームページ 

  ◆新十津川町役場    広報巡回⾞、防災無線、サイレン等 

  ◆マスメディア    テレビ、ラジオ、インターネット等 
 

 

第 4 災害時の連絡先及び通信手段の確認 
 

１ 職員の連絡体制 

（１）緊急連絡網 
職名 氏名 住所 電話 通勤時間 

社協会⻑ 笹木  隆 新十津川町字中央 13-12 ⾃︓ 
携︓ ⾞３分 

施設⻑ 
社協局⻑ 平石 一弘 新十津川町字中央 86-118 ⾃︓ 

携︓ ⾞５分 

支援員 
チーフ ⽴野 晴美 新十津川町字中央 325-2 ⾃︓ 

携︓ ⾞３分 

支援員 蓬田佐智子 新十津川町字中央 5-66 ⾃︓ 
携︓ 徒歩５分 

支援員 政所 望美 新十津川町字中央 518-2 ⾃︓ 
携︓ ⾞５分 

支援員 松頭 育子 新十津川町字中央 518-7 ⾃︓ 
携︓ ⾞５分 

社協 
副主任 中村  敦 滝川市⻩⾦町 4-15-44 ⾃︓ 

携︓ ⾞ 15 分 

社協主事 小松田 諒 新十津川町字中央 12-68 ⾃︓ 
携︓ 徒歩10分 

  上記の電話による連絡のほか、E-mail、LINE 等による連絡を併⽤する。 
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（２）緊急連絡系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  電話による連絡のほか、E-mail、LINE 等による連絡を併⽤する。 
 

２ 緊急連絡先 
情報 機関 機関名 電話番号 

⾏政機関 

消 防 滝川消防署 
新十津川支署 

0125-23-0119 
0125-76-2619 

警 察 

滝川警察署 
新十津川警察官駐在所 
花⽉駐在所 
⼤和駐在所 

0125-24-0110 
0125-76-2610 
0125-74-2012 
0125-76-2573 

市町村 
新十津川町役場 
（災害対策事務局） 
（保健福祉課） 

 
0125-76-2131 
0125-72-2000 

都道府県 
空知総合振興局 
（地域政策部地域政策課） 
（滝川地域保健室） 

 
0126-20-2033 
0125-24-6201 

医療機関 病 院 

滝川市⽴病院 
砂川市⽴病院 
花⽉クリニック 
空知中央病院 

0125-22-4311 
0125-54-2131 
0125-74-2021 
0125-76-4111 

救護機関 ⾃衛隊 陸上⾃衛隊第 11 旅団 
第 10 普通科連隊 0125-22-2141 

そ の 他 関係法人 社会福祉法人明和会 
NPO法人新十津川ぴあネットワーク 

0125-76-3050 
0125-74-6502 

  ゆめりあは、避難所に指定されているので、ライフライン関係の連絡先は省略する。 
 

社協会⻑ 
⾃︓ 
携︓ 

社協主事 
⾃︓ 
携︓ 

社協主事 
⾃︓ 
携︓ 

支援員 
⾃︓ 
携︓ 

支援員 
⾃︓ 
携︓ 

支援員 
⾃︓ 
携︓ 

支援員 
⾃︓ 
携︓ 

施設⻑・社協局⻑ 
⾃︓ 
携︓ 
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第５ 避難を開始する時期、判断基準 
 

  施設⻑を含む職員は、⽇頃から館内や気象情報等の情報把握に努めるとともに、新十

津川町災害対策事務局から発令される情報について、確実に把握し利⽤者の安全を確保

します。 

 

１ 避難開始の時期、判断基準 

（１）火災の場合   火災報知機が鳴動し、館⻑から避難場所の指示が出されたとき 

（２）風水害の場合  「避難準備・高齢者等避難開始（注 1）」が発令されたとき 

（３）地震の場合   安全が確保され、避難場所の指示が出されたとき 
   （注 1）発令の拘束⼒ 

   弱い ＜【避難準備・高齢者等避難開始】＜【避難勧告】＜【避難指示（緊急）】＜ 強い 

 

２ 臨時休業の判断基準 

  総合健康福祉センターゆめりあが一般の⽤に供されるまで臨時休業とします。 
 

 

第 6 避難場所、避難経路、避難方法 
 

  利⽤者及び職員の安全を確保できたら、避難誘導を⾏います。 

 

１ 避難場所 

  総合健康福祉センターゆめりあは、町の避難場所に指定されているので、館内の指示

された場所に避難します。 

  ゆめりあ以外の場所が避難場所に指定された場合、速やかに指示された場所に避難し

ます。 

  また、送迎時や施設外活動時に避難する場合は、次の最寄りの場所に避難します。 
区分 地区 名称 住所 
広 
域 
避 
難 

橋本区 
みどり区 

橋本公園 字中央 71-2 
みどり公園 字中央 86-123 

菊水区 
⻘葉区 

小学校グラウンド 字中央 520-1 
中学校グラウンド 字中央 25 
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所 中央区 
文京区 

農業高等学校グラウンド 字中央 13 
中央公園 字中央 1－1 

 

  【参考】⾏政区単位の避難所 

⾏政区 
洪水 ⼤地震 

避難所 避難所 A 
（最初に避難する所） 

避難所 B 
（その後の状況により） 

⼤和区 ⻄空知広域水道 ⼤和区⾃治会館 児童館 
橋本区 スポーツセンター 橋本区⾃治会館 スポーツセンター 
みどり区 スポーツセンター みどり区⾃治会館 農村環境改善センター 
菊水区 小学校（体育館） 菊水区⾃治会館 中学校（体育館） 
⻘葉区 中学校（体育館） ⻘葉区⾃治会館 農業高等学校（体育館） 
中央区 中学校（体育館） 中央区⾃治会館 中学校（体育館） 
文京区 文京区⾃治会館 文京区⾃治会館 小学校（体育館） 
弥生区 児童館 弥生区⾃治会館 スポーツセンター 
花⽉区 スポーツセンター 花⽉区⾃治会館 スポーツセンター 
総進区 総進区⾃治会館 総進区⾃治会館 スポーツセンター 
徳富区 スポーツセンター 活性化センター スポーツセンター 

 

２ 避難経路 

  施設の被害状況（建物の損傷、備品の転倒、ガラスの散乱など）を確認し、利⽤者の

避難経路を確保します。 

  建物の倒壊の恐れがある場合は、速やかに避難します。利⽤者の障害の特性に応じて、

避難時に介助が必要な方や、パニック等による２次災害が想定される方の対応も、あら

かじめ定めておきます。（別紙「利⽤者一覧」） 

  火災が施設内外で発生した場合は、利⽤者及び職員の避難を優先するとともに、初期

消火を実施して延焼防止に努めます。 

 

３ 避難方法 

  原則、徒歩で避難します。 

  ⾃⽴歩⾏できない利⽤者がいた場合、社協所有の⾞いすを使⽤し避難します。 
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第７ 災害時の人員体制、指揮系統 
 

１ 指揮系統 

 

 

 

 

 

 

２ 役割分担 
指揮統括 係 係員 役割 

施設⻑ 

情報収集 
支援員 

（支援員） 
（支援員） 

気象・災害の情報収集 
利⽤者の安否の把握 
避難状況の確認・取りまとめ 
その他 

渉外・連絡 
支援員 

（支援員） 
（支援員） 

関係機関との連絡調整 
利⽤者家族等への連絡 
救助・救援の要請 
その他 

救護・安全 
支援員 

（支援員） 
（支援員） 

負傷者の救出 
負傷者への応急処置 
負傷者の病院移送 
その他 

  当⽇出勤していない職員もいるため、係員は複数兼務とする。 

 

３ 災害時の職員の参集基準 

  あざれあ工房は通所事業所であるため、平⽇の就業後および休業⽇（⼟⽇祝⽇等）に

発生した災害については、原則職員を参集しません。 

  災害発生当⽇、出勤していない職員の参集基準は次のとおりです。 
区分 参集基準 対象職員 

注意配備 

・地域に⼤⾬、風雪、洪水の警報が１以上
発表されたとき 

・地域に震度４または震度５弱の地震が
発生したとき 

施設⻑ 
（⾃宅待機し出勤に備える） 

警戒配備 ・地域に⼤⾬、風雪、洪水の特別警報が１ 施設⻑及び常勤職員 

社協会⻑ 

施設⻑（指揮統括） 

情報収集 救護・安全 渉外・連絡 
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以上発表されたとき 
・地域に震度５強の地震が発生したとき 

緊急配備 ・地域に災害が発生したとき 全職員 
  災害発生時の参集については、⾃らの安全を確保し、家族、近隣の安全を確認したの

ち参集します。 
 

 

第８ 関係機関との連携 
 

  ⾏政や関係機関等の連絡先や連絡方法は、「第４ 災害時の連絡先及び通信手段の確認」

の「２ 緊急連絡先」のとおりです。 

  あざれあ工房は、総合健康福祉センターゆめりあ内に所在しているので、保健福祉課

及び社会福祉協議会と緊密な連携を図ります。 
 

 

第９ 避難・救出その他必要な訓練及び防災教育 
 

  毎年、総合健康福祉センターゆめりあで実施する「避難訓練」に必ず参加し、利⽤者

及び職員の防災意識を高めます。 

 

  



 

 
9 

地域活動支援センターあざれあ工房 非常災害対策計画 
  

資料 

地域活動支援センターあざれあ工房 利⽤者⼀覧 
№ 氏名 生年⽉⽇ 障害区分 連絡先 備考 

１      

２      

３      

４      

５      

６      

７      

８      

９      

10      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           （201804） 

非常災害対策計画 
 

地域活動支援センターあざれあ工房 
〒073-1103あああああああああああああ 
北海道樺⼾郡新十津川町字中央307番地１ 
総合健康福祉センターゆめりああああああ 
電話 0125-76-2600（内線54）あああ 
FAX 0125-76-3505（内線54）あああ 
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